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地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
、

核
家
族
化
に
伴
っ
て
世
代
間
交

流
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
負
の
連
鎖

と
な
り
人
の
絆
を
基
盤
と
し
た

美
し
い
地
域
や
、
長
い
歴
史
の

あ
る
伝
統
芸
能
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
回
避
す
る
に
は

兵
庫
県
が
掲
げ
て
い
る
「
参
画

と
協
働
」
に
よ
る
美
し
い
兵
庫

の
実
現
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
）
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
県
の
「
地
域
づ

く
り
活
動
応
援
事
業
」
の
助
成

を
受
け
て
、
手
探
り
、
手
造
り

に
よ
る
「
子
ど
も
だ
ん
じ
り
製

作
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
述
の
趣
旨
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
地
区
の
自
治
会
や
老

人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
で
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
子

ど
も
だ
ん
じ
り
の
製
作
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

深
く
知
り
、
語
り
合
い
、
後
世

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
！　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

下
幡
多
子
ど
も
だ
ん
じ
り
製
作
実
行
委
員
会

広報 

▲作製中のだんじりを磨く子どもたち

下幡多子どもだんじり製作実行委員会
◆会長　沖　健作
◆構成人員　290名（地区人口）
◆事務局　☎ 42-1432（金生有稔）

に
語
り
継
ご
う
と
、「
歴
史
学

習
会
」を
数
回
に
わ
た
り
開
催
。

私
た
ち
の
思
い
や
製
作
状
況
を

伝
え
た
「
か
わ
ら
版
」
も
発
行

幼稚園ウィーク in 西淡 造形展

　市内６幼稚園の合同制作。クリスマスをテーマに、ペッ
トボトルや段ボールなどを使ってサンタクロースやトナカ
イ、クリスマスツリー等の立体作品を作り、絵画と併せて
西淡公民館に展示しました。（４頁に関連記事）

し
、
地
区
の
世
帯

に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

二
月
中
旬
に

だ
ん
じ
り
の
完

成
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

 

諭ゆ 

鶴づ

る 

羽は 

山

と
和
歌
山
方
面
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
南
は
、
近
く
は
沼
島
、

紀
伊
水
道
か
ら
雄
大
な
太
平
洋
に

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
斜
面
・
麓
に
は
、
灘
黒
岩

水
仙
郷
や
諭
鶴
羽
ダ
ム
公
園
な
ど

の
観
光
名
所
も
あ
り
ま
す
。

　

四
月
に
開
校
し
た
淡
路
三
原
高

校
の
新
校
歌
に
も
、
諭
鶴
羽
が
詠

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
諭
鶴
羽
山
の
語
源
】

　

諭
鶴
羽
神
社
の
縁え

ん
ぎ起

に
よ
る

と
、
天
竺
の
摩ま

か

だ

迦
陀
神
が
ツ
ル
に

乗
っ
て
熊
野
に
お
も
む
く
途
中
、

こ
の
山
頂
で
羽
を
休
め
た
の
で
、

そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
山
に
は
「
ゆ
ず
り

は
」
の
木
が
多
く
自
生
し
、
こ
の

木
は
新
し
い
芽
が
出
て
葉
に
な
る

と
古
い
葉
が
落
ち
て
、
そ
の
座
を

ゆ
ず
る
「
父ふ

し子
相あ

い
ゆ
ず譲

る
」
め
で
た

い
木
と
し
て
新
年
に
飾
ら
れ
、
こ

れ
が
山
の
名
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

▲諭鶴羽山登山「青少年のつどい歩こう大会」
　（11月23日、子ども会主催）

　

淡
路
島
の
南
部
に
位
置
す
る
島

の
最
高
峰
「
諭
鶴
羽
山
」（
標
高

六
百
八
ｍ
）
は
、
貴
重
な
植
物
や

野
鳥
、
動
物
が
住
み
、
自
然
豊
か

な
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
南
の
斜
面
は
急
傾
斜
と
な
っ

て
海
に
注
ぎ
、
北
西
は
島
内
最
大

の
三
原
平
野
へ
続
く
比
較
的
な
だ

ら
か
な
形
状
で
す
。
山
頂
付
近
に

は
諭
鶴
羽
神
社
が
あ
り
、
改
良
さ

れ
た
参
道
も
多
く
、
登
山
を
楽
し

む
人
が
大
勢
い
ま
す
。

　

山
上
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し

く
、
天
気
の
よ
い
日
に
は
西
方
向

に
は
淡
路
と
四
国
を
つ
な
ぐ
「
大

鳴
門
橋
」
を
、
東
に
は
う
っ
す
ら

▲諭鶴羽山（中央）


